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す
る地

方
自
治
ぬ

月
例
会
は
、

3
月
1
日
か
ら

n日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

司
年
度
の
当
初
予
算
を
は
じ
め
、
補
正
予
算
、
収
入
役
の
廃
止
、
公
共
下
水
道

の
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
に
関
す
る
条
例
の
整
備
な
ど
の
議
案
二
十
五
件

発
議
三
件
、
意
見
書
二
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
議
案
及
び
発
議
に
つ
い
て
は

さ
れ
ま
し
た
が
意
見
書
に
つ
い
て
は
否
決
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
質

は
、
九
人
の
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

一般会計

地
方
は
三
位
一
体
の
改
革
や
国
の
地
方
財
政
計
画
に
よ
り

大
変
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
町
に
お
い
て

も
行
財
政
構
造
改
革
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
昨
年
か
ら
議
会

も
含
め
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
う
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
円
年
度
か
ら
改
革
可
能
芯
施
策
に
つ
い
て
は
早

急
な
取
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

七

(億

5門

会予
の 薗

き花

. 

町
の
仕
事
の
大
部
分
を
担
う

一
般
会
計
予
算
額
は
、
七
三
億

四
、
八

O
O
万
円
、
昨
年
よ
り

八
億
九
、

二
一O
O万
円
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。
効
率
的
な
財

政
運
営
が
求
め
ら
れ
る
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
町
民

税
、
固
定
資
産
税
の
町
税
が
二

四
億
九
、
四
O
O万
円
、

固
か

ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
が

二
O
億
八
、
七
O
O万
円
、
国
・

県
か
ら
の
補
助
金
が
七
億
七
、

七
O
O
万
円
、
繰
入
金
四
億
五
、

0
0
0
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

a 



乞
ど
も
未
来
館

施
設
運
営
に

三
、三
八
O
万
円

削
E
E引
削

J
引
U山
町
来

館
に
お
い
て
、

一
時
保
育
の
実

施
な
ど
に
子
育
て
支
援
に
二
、

二
人

O
万
円
、
身
体
障
害
者
施

設
訓
練
等
支
援
事
業
に
四
、
三

四
O
万
円
、
老
人
保
健
福
祉
計

画
に
二

O
O
万
円
な
ど
を
予
算

化
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ス

四
、
四
O
O万
円

歳
出
に
つ
い
て
は
、
総
務
費

で
は
通
勤
・
通
学
者
や
高
齢
者

を
は
じ
め
と
す
る
住
民
の
日
常

生
活
を
支
え
る
公
共
交
通
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
パ
ス
の
運
行
に
四
、
四

O
O万
円
、
男
女
共
同
参
画
事

業
に
二
六
八
万
円
、
構
造
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
業
務
に
八
一

二
万
円
な
ど
を
予
算
化
。

環
境
問
題
の
取
組
・

拡
大
な
ど
に

一
六
O
万
円

衛
生
費
で
は
、

I
S
O
の
取

組
を
家
庭
や
学
校
へ
と
拡
大
し
、

環
境
問
題
の
重
要
性
を
推
進
す

る
た
め
に
一
六
O
万
円
、
健
康

対
策
に
五
、

0
0
0
万
円
、
感

染
症
予
防
対
策
二
、
六
四

O
万

円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
業
の
振
興
に

六
O
O万
円

ま
つ
り
岡
栢
一

及
び
春
ま
つ
り

七
六
O
万
円

商
工
費
で
は
、
ま
つ
り
岡
垣

及
び
春
ま
つ
り
に
七
六
O
万
円
、

消
防
費
で
は
防
火
水
槽
設
置
な

ど
に
六
二

O
万
円
、
教
育
費
で

は
小
学
校
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
な
ど
に
八
五

O
万
円
、
学
童

保
育
に
二
、
六
五

O
万
円
を
予

算
化
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
費
で
は
、
農
業
振

興
計
画
策
定
の
た
め
に
六
0
0

万
円
、
三
里
松
原
松
く
い
虫
防

除
対
策
に

一
、
二
六
O
万
円
な

ど
を
予
算
化
。

平成17年度当初予算

会計名 予算額 (万円) 前年比(伸び率%)

一般会計 73億4800 企 10.8

特 国民健康保険事業 29億1614 3.3 

5l1J 老人保健 事 業 36億8176 企 3.1
~ 王

住宅新築資金等
計

貸付事業
327 企 22.8

水道会計 7億7645 企 17.8

下水道会計 19億4897 8.5 

一

年々厳しい財政状況



行財政構造改革に伴芯い、議会においても議会活性

化について検討・協議を重ねました。

ます大きく予算、議会づくり、議員の資質の向上な

ど5項目を設定し、それぞれを細分化して各常任委員

会、全員協議会等で検討・協議を行ないました。

17年度すぐに取組みできる事項、中期(半年)にわ

たって検討が必要な事項、長期 (17年度中)に検討が

必要な事項に分けて取組んで行く事に決まりました0

.主な協議事項と取組状況について.

1 .予算に関するもの

①視察研修旅費 恒常的な特別委員会視察研修旅

費は廃止(17年度から)

②議長交際費 削減 (17年度から)

③議員費用弁償 中期に検討

④議員報酬、期末手当 長期に検討

⑤議員定数 長期に検討

2.聞かれた議会づくり

①休日・夜間の議会開催 中期検討(具体的に推

進)

② 議会のテレビ放映及び会議録のインターネット

公開長期に検討

③傍聴申請の簡素化 開催日前日の正午まで

(今までは開催日の 2日前)

3.議員の資質の向上

①審議時間のスピードアップ 的確な質疑・答弁

のための研修会を開催

4.議会運営に関するもの

①議会日程の検討 一般質問を会期の初めに実施

(17年3月定例会から)

②会派の導入 長期に検討

5.附属機関等への議会選出のあり方

①付属機関、任意団体、外郭団体への議員の選出

のあり方 中期に検討

1...............................................................................................f 



|一般質問|
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て

田

町
が
進
め
て
い
る
活
性
化

事
業
は
駅
前
情
報
プ
ラ
ザ
人
の

駅
の
建
設
だ
け
の
よ
う
に
思
わ

れ
て
い
る
感
が
あ
り
ま
す
。

国

事
業
計
画
の
作
成
時
か
ら

の
経
済
情
勢
の
変
化
も
あ
り
厳

し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
構

造
改
革
等
の
動
向
を
見
極
め
な

が
ら
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

要祐

国

事
業
計
画
の
ほ
と
ん
ど
の

予
算
が
国
の
施
策
変
更
で
な
く

な
っ
た
今
、
活
性
化
区
域
内
を

高
齢
者
に
や
さ
し
い
特
徴
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
行
な
い
、
其

処
に
必
要
な
底
が
で
き
て
い
く

な
ど
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

国

今
後
見
直
し
も
含
め
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

石井

固

歩
道
設
置
に
つ
い
て

固

新
海
老
津
信
号
よ
り
世
々

町
歩
道
橋
ま
で
の
歩
道
設
置
に

に
つ
い
て
、
日
年
ロ
月
議
会
の

質
問
後
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い

ま
す
か
。

国

財
政
状
況
等
の
変
化
す
る

中
で
工
事
の
着
手
は
赤
井
手
・

東
高
陽
線
の
歩
道
工
事
完
了
後

に
な
る
予
定
で
す
。

固

納
得
が
い
き
ま
せ
ん
。
新

海
老
津
信
号
よ
り
の
歩
道
は
口

年
度
認
申
請
し
、
日
年
度
着
手

予
定
と
の
答
弁
で
し
た
が
。

国

赤
井
手
線
を
進
め
な
が
ら

新
海
老
津
信
号
の
方
も
計
画
的
・

段
階
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

消
火
栓
設
置
に
つ
い
て

園

地
区
よ
り
消
火
栓
設
置
要

望
を
し
た
が
要
望
区
域
は
消
防

法
で
定
め
た
水
利
基
準
を
満
た

し
て
い
る
の
で
設
置
で
き
な
い

新
海
老
津
信
号
か
ら
の
歩
道
設
置
は

園

計
画
的
・
段
階
的
に
進
め
る

固

自
主
防
災
組
織
の
取
組
は

国

ま
ず
は
モ
デ
ル
地
域
で
組
織
の
立
上
げ
を
計
画

和男

は
、
新
耐
震
基
準
前
に
建
設
さ

れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

避
難
施
設
の
建
替
え
及
び
改
修

に
つ
い
て
は
多
額
の
費
用
を
要

す
る
こ
と
か
ら
町
の
財
政
状
況

を
見
な
が
ら
、
建
物
の
補
強
等

で
き
る
部
分
か
ら
行
な
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
確
立
を

固

瞬
時
に
発
生
す
る
地
震
等

く て 部 固 と同 民 る 固住
小い分 考施館公 民
中まか建え設等共災 避
学すら物るのの施害 難
校。行のが改安設時 施。
や山な補ど修全、の 設主
町田い強うを確特避 の E
立小た等で急保に難 安 5
の学い、すぐの学施 全 2
公校とでかべた校設 確を
民を考き。きめ ・ で 保号
館除える だ 、 公 あ は B

j 
が災信現討額 整 え な 中 国 が整日達 ?
、無の場中と備ま っ、 ーー 。備旦手 E

古線たとでなにすた立「 を普段 S
くを め 対 あ りつ。も伊同 計 ZEと 去
な保、策りまい同の警報 る L し 5
つ有移本ますて報か糸系 べ ι て Z
たし動部す。は系らー」 き 「欠 X
もて系と。現大鑑買はは と移か 3
のいのの災在変繰ぃ古検 思動せ E
かる防通害検高のかく討 い系な 3

ま」い k
すの 立

まら 2
す高 色
。性 主

能 Z
な X
タ ?
イ を
プ リ

竹内

で
は
、
自
治
体
等
の
人
的
資
源

だ
け
で
は
、
被
災
す
る
す
べ
て

の
住
民
の
救
出
は
お
ぼ
つ
か
な

い
。
そ
こ
で
、
自
主
防
災
組
織

を
早
期
に
立
ち
上
げ
る
べ
き
と

思
い
ま
す
が
。

国

モ
デ
ル
地
域
で
自
主
防
災

組
織
の
立
ち
上
げ
を
計
画
。
福

岡
県
で
の
自
主
防
災
組
織
率
は

三
七
・
八
パ

ー
セ
ン
ト
で
全
国

平
均
の
六
一

・
三
パ
ー
セ
ン
ト

よ
り
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
ま

す
。
岡
垣
町
で
も
未
組
織
の
ま

ま
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
来

年
度
か
ら
、
モ
デ
ル
地
域
を
指

定
し
て
、
自
主
防
災
組
織
の
立

ち
上
げ
を
計
画
し
ま
す
。

災
害
時
の
通
信
手
段
の
確
保
を

固

今
、
防
災
行
政
無
線
が

避
難
勧
告
や
、
的
確
な
情
報
伝

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
初

期
消
火
を
考
え
た
と
き
、
法
令

だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
消
防
車
が

入
れ
な
い
な
ど
実
情
を
十
分
調

査
・
検
討
し
て
回
答
す
べ
き
で

は
な
い
の
で
す
か
。

歩道の設置が急がれます

国

今
後
は
消
防
水
利
基
準
の

み
な
ら
ず
、
地
域
の
実
情
を
考

慮
し
な
が
ら
塗
別
し
て
い
き
ま
す
。

排
水
路
の
整
備
に
つ
い
て

固

旧
県
道
か
ら
の
雨
水
排
水

路
の
整
備
が
悪
く
、
団
地
か
ら

の
雨
水
排
水
の
流
れ
こ
み
が
合

流
す
る
箇
所
は
雨
季
の
季
節
は

道
路
が
川
の
よ
う
な
状
態
な
り

大
変
困
っ
て
い
ま
す
。
整
備
改

良
を
前
提
と
し
た
調
査
を
行
な

い
早
急
な
翠
零
お
願
い
し
た
い
。

圏

全
体
的
な
水
路
改
良
に
は

住
宅
密
集
で
困
難
が
あ
る
の
で
、

ま
ず
合
流
部
分
の
析
の
改
良
か

ら
行
な
い
ま
す
。

台風による倉庫の倒壊



お
り
、
そ
の
結
果
を
尊
重
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

固

住
民
と
の
協
働
に
よ
っ
て

改
革
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、

町
の
情
報
を
積
極
的
に
開
示
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
思
い
ま

す
が
。

園

私
も
そ
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
ま
す
。

固

サ
ン
リ

1
ア
イ
な
ど
の
町

田

構
造
改
革
推
進
に
あ
た
っ

国

私

も

そ

の

よ

う

に

認

識

し

め

る

と

と

も

に

経

常

経

費

の

削

関

係

施

設

も

改

革

に

着

手

す

る

て

の

決

意

は

。

て

い

ま

す

が

、

昨

年

の

住

民

投

減

を

断

行

し

て

い

き

ま

す

。

と

の

こ

と

で

す

が

、

基

本

的

な

園

町
政
刷
新
の
た
め
、
重
大
票
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

田

町

長

自

ら

先

頭

に

た

ち

、

対

策

は

ど

の

よ

う

な

こ

と

を

考

決

意

で

推

進

し

て

い

き

ま

す

。

今

の

時

点

で

は

考

え

て

い

ま

せ

身

を

切

る

姿

勢

を

示

す

意

味

で

、

え

て

い

ま

す

か

。

固

合

併

は

行

財

政

改

草

の

有

ん

。

大

幅

な

給

与

カ

ッ

ト

を

宣

言

し

国

公
共
施
設
の
管
理
運
営
を

。、。。，
b
o
、d
o
，b
白、
d
白，b
白、
d
向，
b
o
、d
o
，b
o
、d
内'
b
o
、d
o
，h
p
λ

日向'
b
o
、d
白，b
白、
d
o
，b
白、d
白，b
o
、d
o
，b
o
、d
o
，b
白、
d
白，
b
o
、.リ白，
b
o
、d
白，
b
o
、d
白，
6
0
、d
内，
b
白、d
向，b
o
、AV
内，
b
白、
d
o
，b
o
、d
白，b
白、
d
白，b
白、d
白，b
白、
d
o
，b
o
、d
白，
b
o
、d
o
，b
o
、d
o
，b
o
、d
白，b
o
、d
o
，b
。、A
Y

え
て
、
町
づ
く
り
の
課
題
の
克
前
で
な
く
町
全
体
の
業
者
に
も
模
は
サ
ン
リ
プ
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
も
あ
り
ま
す
。
プ
ラ
ス
面
、
マ
産
組
合
、
区
長
に
は
説
明
し
た

服
に
な
る
し
、
雇
用
や
税
収
面
の
す
ご
い
打
撃
に
な
る
の
で
は
。
を
上
回
る
の
で
、
壊
滅
的
な
打
イ
ナ
ス
面
あ
わ
せ
て
検
討
す
べ
が
、
地
域
住
民
に
は
何
の
説
明

で
直
接
効
果
を
も
た
ら
し
、
住

園

イ
オ
ン
進
出
が
確
定
す
れ
撃
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
き
で
す
。
ま
た
、
地
権
者
、
生
も
あ
り
ま
せ
ん
。

民
生
活
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。
ぱ
、
町
に
お
い
て
二
つ
の
核
が

固

イ
オ
ン
九
州
と
共
に
自
分

画

/

固

イ
オ
ン
出
庖
の

農

業

も

厳

し

い

の

で

、

総

合

的

で

き

ま

す

。

競

合

す

る

面

、

相

の

屈

を

拡

大

し

よ

う

と

い

う

人

内

容

・

規

模

が

明

ら

に

判

断

し

て

農

業

振

興

に

務

め

乗

効

果

の

面

も

あ

り

、

大

き

な

も

い

ま

す

。

商

売

の

戦

略

が

個

々

か

に

な

り

し

だ

い

説

て

行

か

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

影

響

が

あ

る

と

思

う

が

、

競

争

の

庖

に

あ

り

、

庖

の

知

恵

と

創

明

を

行

な

っ

て

い

き

固

商

業

の

活

性

化

で

も

同

じ

し

な

が

ら

発

展

で

き

る

と

考

え

意

工

夫

で

戦

略

を

練

ら

れ

る

と

ま

す

。

こ

と

が

い

え

ま

す

。

イ

オ

ン

の

て

い

ま

す

。

思

い

ま

す

。

出
庖
は
、
従
業
員
が
七
百
i
入

国

競
合
で
き
な
い
と
思
い
ま

国

道
路
交
通
、
環
境
破
壊
、

百
人
の
大
型
施
設
で
あ
り
、
駅
す
。
イ
オ
ン
の
資
本
と
屈
の
規
青
少
年
健
全
育
成
な
ど
の
問
題

圏2ム，ロ

効
な
手
段
で
、
住
民
福
祉
を
守

る
う
え
で
重
要
な
政
策
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
な
条
件
が
整
備
さ
れ
れ
ば

再
協
議
を
考
え
ま
す
か
。

ど園 段る 固
をで
実人高財改
施口め政草
し増て力推
、ゃいを進
自、くど の
主企のの 3
財業でよ本
源誘すう柱
を 致 か なで
高な。手あ

て
は
ど
う
で
す
か
。

固

給
与
審
議
会
に
答
申
し
て

大堂

改
革
は
住
民
と
共
に

実
行
さ
れ
る
こ
と
が
重
要

園
協
同
を
図
り
な
が
ら
推
進
す
る

固
イ
オ
ン
九
州
出
庖
に
つ
い
て

固

糠
塚
・
黒
山
地
区
の
イ
オ

ン
九
州
出
庖
予
定
地
は
、
農
業

振
興
地
域
で
優
良
農
地
で
す
。

町
の
基
幹
産
業
の
農
業
振
興
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
で
す
か
。

園

町
は
財
政
的
に
厳
し
い
の

で
、
歳
入
増
と
歳
出
削
減
に
努

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
イ
オ

ン
九
州
の
出
店
は
総
合
的
に
考 弘平山

固

大
型
庖
九
州
イ
オ
ン
進
出
に
伴
う
効
果
は

国

雇
用
、

税
収
面
で
効
果

住民参加の町づ くり

a 

民
間
に
委
託
し
ま
す
。
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
も
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

国

広
範
囲
に
わ
た
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
メ
ニ
ュ
ー
が
検
討
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
実
行
期
間

も
多
年
に
な
る
と
思
わ
れ
る
し
、

成
果
目
標
を
明
確
に
す
る
こ
と

と
進
度
管
理
を
し
っ
か
り
行
な

う
こ
と
が
、
改
革
の
成
否
を
決

め
る
重
要
な
手
法
で
あ
る
と
考

え
ま
す
が
。

国

そ
の
よ
う
な
方
向
で
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

商業の活性化に影響は



構
造
改
革
に
つ
い
て

回

国
民
に
対
し
て
あ
ま
り
に

も
冷
酷
な
政
治
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
い
う
中
で
住
民
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
基

本
と
し
て
い
る
自
治
体
の
役
割

は
い
っ
そ
う
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。岡

垣
町
と
し
て
住
民
の
暮
し

を
守
る
た
め
全
力
を
果
た
す
よ

う
求
め
ま
す
。
構
造
改
革
の
基

固

国童
地念

ヨ 方は
ー自何

治に
持す

広か。
目
的
は

「
住
民
満
足
度
の
追
求
・
向
上
」

と
思
い
ま
す
。
構
造
改
革
は
そ

の
目
的
を
達
す
る
た
め

の
手
段
で
、
こ
れ
か
ら

先
の
財
政
状
況
へ
の
対

処
や
、
そ
れ
に
伴
う
職

員
数
の
減
少
等
を
鑑
み

る
と
効
率
的
な
行
財
政

経
営
を
目
指
さ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
問
題
は
そ

れ
を
実
現
す
る
た
め
の

手
法
と
仕
組
み
で
す
。

そ
れ
を
「
住
民
と
行
政

と
の
協
働
」
で
進
め
よ

う
と
い
う
の
が
今
回
の

構
造
改
革
の
骨
子
で
す
。

職員の構造改革の研修会

構
造
改
革
は
、
住
民
を
主
権
者
扱
い
せ
ず

に
顧
客
扱
い
す
る
も
の
だ

ヨ
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
な
方
向
で

E
進
め
て
い
〈

台

利

用

が

あ

り

、

利

用

調
一

状
況
は
研
修
室
、
会

主

議

室

の

利

用

が

最

も

~
.

多
く
、
全
体
の
三
割

↑
閣

で
す
。
施
設
の
稼
働

‘
削

率
に
つ
い
て
は
、
開

一
一
昨
館
当
初
は
二
六
パ

l

均

時

セ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、

幽
利

施
設
の
利
用
を
促
進

冷

す

る

た

め

の

近

隣

市

長

町

村

へ

の

P
R
活
動

三
を
行
っ
て
き
た
結
果
、

岡

山

現

在

は

約

五

O
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
に
な
っ
・
て
き
て
い

ま
す
。

こ
の
構
造
改
革
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
は
、
行
政
が
本
来
果
た

す
べ
き
役
割
の
範
囲
の
見
直
し

を
「
住
民
と
の
協
働
力
」
の
強

化
を
進
め
る
中
で
行
い
ま
す
。

こ
の
手
法
の
倫
理
と
し
て
ニ
ュ
ー

パ
ブ
リ
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

取
り
入
れ
て
お
り
、
住
民
を
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
顧
客
と
見
る
こ

と
な
ど
を
特
徴
と
す
る
市
場
メ

カ
ニ
ズ
ム
取
り
入
れ
た
考
え
方

固

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
の
利
用
は

園

月
平
均
四
、

六
六

O
人
が
利
用

情で 匝E画情
報も ーに報
の、平 つブ
収誰成 いラ
集で 16てザ
とも年 人
発、 5 の
信必月 駅
」要に の
をと「 利
テすい 用
l るつ 計恵子

マ
に
、
交
流
・
ふ
れ
あ
い
・
に

ぎ
わ
い
の
施
設
と
し
て
オ
ー
プ

ン
し
た
人
の
駅
の
情
報
発
信
状

況
は
。

国

情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、

主
要
な
公
共
施
設
に
設
置
し
て

い
ま
す
。
プ
ラ
ズ
マ
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
に
よ
る
映
像
情
報
の
配
信

及
び
ホ
1
ム
ベ

l
ジ
に
よ
る
情

報
の
発
信
を
し
て
い
ま
す
。
今

矢島

後
も
人
の
駅
の
機
能
を
有
効
活

用
し
な
が
ら
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

な
情
報
の
発
信
を
行
う
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

M
K
V

岡
垣
放
送
な
ど
民
開
放
送
業
者

が
つ
ち
か
つ
て
き
た
経
験
と
ノ

ウ
ハ
ウ
も
有
効
活
用
し
、
地
域

に
根
ざ
し
た
よ
り
多
く
の
番
組

制
作
と
情
報
発
信
に
務
め
ま
す
。

国

人
の
駅
の
利
用
状
況
は
。

，、
同園
月平
平成
均 17
四年

六月
六 で
O の
人利
の用

で
す
。

固

町
長
が
言
う
よ
う
に
住
民

が
顧
客
と
見
る
思
想
で
す
。
住

民
は
主
権
者
で
は
な
い
の
で
す

.ヵ園

住
民
は
主
権
者
で
す
が
、

行
政
川
と
の
関
係
で
は
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
受
け
る
顧
客
で
す
。

固

住
民
を
主
権
者
と
見
て
い

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
住
民
福
祉
の

向
上
で
は
な
く
、
今
回
住
民
の

満
足
度
と
い
う
評
価
を
使
っ
て

い
ま
す
。
今
ま
で
の
地
方
自
治

と
い
う
考
え
方
、
そ
の
中
で
の

住
民
主
権
と
い
う
所
か
ら
見
る

と
、
ず
れ
る
の
で
は
な
い
で
す

・刀。
園

考
え
方
は
い
ろ
い
ろ
な
立

場
が
あ
り
ま
す
。
ず
れ
な
い
よ

う
な
方
向
で
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
に

つ
い
て

男
女
が
共
に
対
等
な
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
、
能
力
が
発
揮
で

き
る
社
会
を
目
指
し
て
。

国

平
成
町
年
度
の
推
進
の
方

向
は
。

園

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
は
、
住
民
の
聞
に
意
識
を
浸

透
さ
せ
る
こ
と
が
も
っ
と
も
大

切
で
あ
り
、
必
要
で
す
。
地
道

な
啓
発
活
動
を
継
続
し
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
活
用
し
て
、
積
極

的
に
取
組
み
ま
す
。

E‘ 



|一般質問~
地
方
自
治
と
町
行
財
政
構
造
改

革
策
定
に
つ
い
て

こ
の
課
題
を
質
問
す
る
に
あ

た
っ
て
、
私
の
視
点
を
提
起
し

ま
す
。

①
地
方
自
治
の
役
割
と
意
義

②
政
府
は
何
を
求
め
、
そ
の
根

本
原
因
は
何
か

③
町
民
の
暮
し
、
福
祉
の
現
状

と
心
配

・
不
安
の
原
因

学
童
保
育
の
改
善
・
充
実
を
求

む園

町
内
五
つ
の
学
童
保
育
所

の
中
で
、
内
浦
小
学
童
保
育
所

の
環
境

・
施
設
面
に
不
備
が
あ

り
、
改
善
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
か
。
ま
た
保
護

者
か
ら
も
単
独
の
建
物
を
建
て

て
ほ
し
い
と
要
望
書
が
出
て
い

ま
す
が
。

園

児
童
数
に
応
じ
て
学
校
余 光利

④
行
財
政
運
営
と
町
当
局
の
意

識
改
革

⑤
行
政
・
議
会
・
町
民
の
自
治

意
識

⑥
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
と
問
題
点

は
何
か
、
以
上
の
視
点
で
地

方
自
治
の
発
展
、
前
進
を
目

指
す
こ
と
が
意
義
あ
る
目
的

に
な
る
、
地
方
自
治
の
歴
史

的
経
過
の
中
で
、

ω地
方
自

治
は
民
主
主
義
の
母
で
あ
る
。

ω人
民
の
人
民
に
よ
る
人
民

の
た
め
の
政
治
。
の
言
葉
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

言
葉
は
、
現
代
社
会
で
も
強

細川陽子

裕
教
室
を
利
用
す
る
な
ど

検
討
す
る
が
課
題
は
多
い

で
す
。

固

現
在
二
十
二
人
が
十

九
畳
の
中
で
生
活
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
に
ロ
ッ
カ
ー
、

遊
具
、
机
、
食
器
棚
、
事

務
机
な
ど
が
あ
り
、
留
守

電
機
能
す
ら
な
く
、
隣
り

の
部
屋
で
は
研
修
が
あ
っ

て
お
り
、
雨
の
日
な
ど
特
に
限

界
を
超
え
て
お
り
、
遊
び
場
が

確
保
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
げ
年

度
は
二
十
五
名
と
な
り
、
保
護

者
の
切
実
な
要
望
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
内
浦
小
だ
け
で
は
な
く
、

西田

固

行
財
政
構
造
改
革
に
伴
う
自
治
体
の
役
割
は

ヨ
行
政
を
自
主
的
総
合
的
に
実
施
し
自
立
す

E
る
自
治
体
を
築
〈

い
生
命
力
を
も
っ
て
い
ま
す
。
性
に
つ
い
て

組
織
は
人
な
り
と
い
わ
れ
ま

図

財
源
を
有
効
に
活
か
し
、

す
。
以
上
を
前
提
に
質
問
し
ス
ピ
ー
ド
・
コ
ス
ト
感
覚
で
施

ま

す

。

策

を

展

開

し

、

住

民

満

足

度

を

園

地
方
自
治
の
役
割
と
意
義
目
指
し
ま
す
。

に
つ
い
て
。

固

行
政
職
員
の
意
識
改
革
の

園

行
政
を
自
主
的
、
総
合
的
評
価
と
課
題
に
つ
い
て
。

に
実
施
し
自
立
の
自
治
体
を
築

園

今
後
住
民
と
接
す
る
機
会

き

ま

す

。

が

増

え

ま

す

。

説

明

能

力

の

向

田

行
政
経
営
と
運
営
の
整
合
上
に
取
組
み
ま
す
。

こ
こ
七
年
で
子
ど
も
の
数
は
減
っ

て
い
る
が
利
用
者
は
四
倍
に
な
っ

て
い
ま
す
。
少
子
問
題
に
応
え

る
た
め
に
も
学
年
制
限
せ
ず
、

必
要
な
人
に
応
え
て
ほ
し
い
。

宗
像
市
な
ど
は
行
っ
て
い
ま
す
。 内浦学童保育所

暮
ら
す
時
間
は
学
校
で
の
そ
れ

よ
り
年
間
四
九
0
時
間
も
多
い
。

子
ど
も
た
ち
に
充
分
な
環
境
と

設
備
を
整
え
る
の
が
町
の
早
急

な
責
務
と
思
い
ま
す
。

園

財
源
の
厳
し
い
中
、
空
き

教
室
の
有
効
利
用
を
大
き
な
視

野
で
考
え
た
い
で
す
。

職
員
互
助
会
の
補
助
金
の
見
直

し
を
求
む

固

職
員
互
助
会
へ
の
町
か
ら

の
補
助
金
が
過
去
十
年
間
で
一

億
八
、

0
0
0
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
大
阪
市
で
問
題
と

な
っ
て
い
る
シ
ニ
ア
プ
ラ
ン

(
第
二
の
退
職
金
)
に
県
内
九

国

民
問
委
託
、
民
営
化
の
基

本
姿
勢
に
つ
い
て
。

園

サ
ー
ビ
ス
・
コ
ス
ト
面
で

総
合
的
に
優
れ
た
と
判
断
し
た

場
合
は
推
進
し
ま
す
。

固

行
政
職
員
の
健
康
管
理
対

策
に
つ
い
て
。

園

多
様
化
す
る
役
場
業
務
を
、

日
々
行
、
つ
職
員
は
身
体
だ
け
で

は
な
く
、
心
の
健
康
づ
く
り
も

市
一

三
町
が
加
入
し
て
お
り
、

岡
垣
町
も
平
成
U
年
か
ら
加
入
、

約
八

O
O万
円
が
支
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
平
成
U
年
は
行
政
改

革
の
真
つ
只
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
な
ぜ
加
入
し
た
の
で
す
か
。

園

年
金
制
度
の
改
革
に
伴
い

整
合
性
あ
り
と
判
断
。
し
か
し

大
阪
市
の
違
法
判
決
を
受
け
直

ち
に
減
額
補
正
し
ま
し
た
。

国

職
員
は
三
、

0
0
0
万
円

固

a 

必
要
で
す
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

研
修
の
実
施
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
積
極
的
に
取
組
み

ま
す
。

行財政構造改革、予算がきびしい

か
ら
の
退
職
金
を
も
ら
う
、
民

間
は
リ
ス
ト
ラ
な
ど
が
あ
り
、

財
政
の
逼
迫
す
る
中
、
自
分
た

ち
の
身
づ
く
ろ
い
だ
け
す
る
の

か
。
こ
ん
な
意
識
で
は
今
後
の

構
造
改
革
は
一
歩
も
進
ま
な
い
。

園

霊
祭
の
内
容
を
再
検
討
し
、

補
助
金
の
減
額
に
取
組
む
な
ど
、

今
後
と
も
十
分
精
査
し
て
実
施

し
て
い
き
た
い
で
す
。

学
童
保
育
の
改
善
策
は

国

学
校
の
余
裕
教
室
を
利
用
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田
園

乗
り
)
で
糠
塚
i

元
松
原
1
中
央
公

民
館
j
J
R
海
老

&ロ備
津
駅
線
の
糠
塚
停

制
留
所
の
位
置
の
間

画

が

進

め

ら

れ

て

い

た

が

、

変

長

と

協

議

を

し

決

定

し

ま

し

た

。

も

題

で

す

。
住
民
の

更
に
よ
り
大
人
か
ら
子
ど
も
ま

固

ふ

れ

あ

い

パ

ス

よ

り

大

き

冊

ほ

と

ん

ど

は

停

留

で

誰

で

も

が

利

用

で

き

る

よ

う

な

パ

ス

も

通

っ

て

い

る

、

通

れ

対

所

の

位

置

か

ら

離

に

な

り

ま

し

た

。

団

地

内

の

路

な

い

こ

と

は

な

い

と

思

い

ま

す

。

パ

れ

た

と

こ

ろ

に

住

J
I
 

線
も
改
善
さ
れ
喜
ん
で
い
ま
す
。

両

区

の

中

心

を

通

る

事

が

住

テ

ん

で

お

ら

れ

ま

す

。

た
だ
一
点
、
西
高
陽
区
と
南
高
民
サ
ー
ビ
ス
へ
つ
な
が
り
ま
す
。

メ
特
に
事
者
に
と
っ

陽

区

の

中

心

を

通

っ

て

お

ら

ず

後

に

な

っ

て

住

民

要

望

が

出

て

お

て

は

大

変

で

す

。

住

民

の

利

用

に

不

便

が

出

て

く

き

た

場

合

は

ぜ

ひ

検

討

願

い

た

停

留

所

の

位

置

を

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
。

ぃ
。
強
く
要
望
し
ま
す
。
も

う

糠

塚

公

民

館

(

国

国

路
線
に
つ
い
て
は
関
係
区
一
点
は
西
鉄
パ
ス
(
三
十

五

人

道

4
9
5線
沿
い
)

品、A
X
V

，O
白、
d
向
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r
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b
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d
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X
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0
、d
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d
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d
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b
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b
o
、A
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b
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内，
b
o
、d
o
，b
白、
d
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o
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b
o
、AV

糠
塚
の
バ
ス
停
の
位
置
変
更
で
き
な
い
か

前
向
き
に
変
更
し
て
い
き
た
い

は 匝iI白テ百
60ーーよィ円
歳ふりバ均
以 れ 運 ス ー
上あ行ふの
の い 開 れ 「
方パ始あ岡
のス い垣
利は 」コ
用、 四ミ
で当月 2

計初一=

賛成少数否決

介護保険制度の改善を求める意見書〈要約〉

康ー勢屋弘

昭秀

山

久保田

平提出者

賛成者

介護保険制度改革関連法案を撤廃し、国庫

負担の引上げによる保険料、利用料の減免措

置の創設、介護施設の基盤整備など、安心し

障害者に過重な負担を強いる「応益負担」

導入をやめ、障害者福祉制度の充実を求

める意見書〈要約〉

賛成者

て必要な介護サーピスが受けられる制度への

改善を行なうよう政府に求める。

HB 

Fム

秀

賛成少数否決

久保田

山平

提出者

障害者が福祉サービスを利用するさい、

を盛り「応益負担J費用の 1割を負担する

こんだ障害者自立支援給付法案が提出され、

さらに、障害者の 3医療制度の公費負担を

見直し、医療費の大幅負担増を障害者に求

めようとしている 。

障害者の収入は、ほとんどが年金であり、

ま
で
の
ば
し
て
ほ
し
い
。
黒
山

や
元
松
原
の
停
留
所
は

4
9
5

線
沿
い
に
あ
り
ま
す
。
現
在
の

位
置
で
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
な

ら
な
い
。
停
留
所
の
位
置
を
早

急
に
変
更
す
べ
き
で
す
。

圏

西
鉄
と
協
議
を
し
た
が
、

位
置
の
変
更
に
は

6
ヶ
月
位
か

か
る
た
め
、
と
り
あ
え
ず
運
行

を
開
始
し
た
い
。
糠
塚
停
留
所

の
位
置
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か

ら
先
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

この事このような負担には耐えられない。

から、政府に対して応益負担の導入をやめ、

障害者に対する医療費の負担増は行なわな

い事、また扶養義務者負担制度の完全撤廃、

障害者の所得保障制度を政府に求める 。



4・h

の

V
役
場
に
設
置
の
震
度
計

気
象
庁
に
よ
る
地
震
速
報
は
、
気
象
庁
、
市
町
村
、
鈴
災
科
学
技
術
研
究
所
が
設
置
し
た
震
度
計
の
デ

l
タ
に
よ

り
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
各
市
町
村
設
置
の
震
度
計
は
地
震
を
感
知
す
る
と
、
デ
ー
タ
が
福
岡
県
消
防
防
災
安
全
課
に
直
接
送
信

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
県
に
送
信
さ
れ
た
デ
ー
タ
(
一

O
九
ケ
所
)
は
、
そ
の
ま
ま
気
象
庁
に
送
ら
れ
、
気

象
庁
か
ら
各
テ
レ
ビ
局
な
ど
に
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
テ
レ
ビ
芯
ど
で
震
度
発
表
の
あ
る
市
町
村
と
な
い
市
町
村
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
市
町
村
設
置
の
震
度
計

が
情
報
を
県
へ
送
信
す
る
時
間
の
遣
い
が
あ
り
、
気
象
庁
は
一
報
を
地
震
発
生
か
ら
五
分
以
内
に
発
表
す
る
事
に
し

て
い
る
た
め
、
速
く
届
い
た
デ
ー
タ
か
ら
順
に
知
ら
せ
る
た
め
で
す
。

3月20白の福岡県西方沖地震で岡垣町で被害

が出ました

。

⑬ー@ー@ー@

福
岡
県
西
方
沖
地
震
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

7
、
定

度

6
0
思
い
も
か
け
な
い
大
き
な
被
害
だ
っ
た
。

私
に
と
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
晴
天
の
態
震
(
へ
き
れ

き
可
ま
さ
か
福
岡
で
と
い
う
も
の
で
し
た
。

岡
垣
町
は
震
度

4
だ
っ
た
。
人
身
被
害
は
な
か
っ

た
が
、
半
壊
や
屋
根
瓦
の
落
下
な
ど
数
十
軒
の
被
害

が
で
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん

に
お
憶
や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

き
て
、
世
の
中
で
四
つ
の
恐
ろ
し
い
も
の
は
、
地

震
、
雷
、
火
事
、
親
父
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し

今
で
は
親
父
は
あ
た
ら
な
い
と
い
う
人
が
多
い
。
岩

渡
こ
と
わ
、
ざ
辞
典
に
よ
る
と
、
江
戸
後
期
の
あ
る
本

に
「
地
震
は
こ
は
い
。
強
き
時
は
家
作
は
い
ふ
に
及

ば
ず
、
山
も
く
ず
れ
て
大
地
も
さ
け
る
。
一
番
恐
ろ

し
い
も
の
と
い
へ
ば
、
又
一
人
選
瓦
い
で
て
い
は
く
、

親
父
も
怖
い
、
毎
度
眼
の
い
ず
る
ほ
ど
叱
ら
れ
る
。

世
に
い
ふ
通
り
に
地
震
雷
火
事
風
貌
父
、
是
ら
が
怖

い
も
の
な
り
」
と
あ
る
と
。

皆
さ
ん
は
、
風
と
親
父
に
つ
い
て
ど
う
思
わ
れ
て

い
ま
す
か
。

平
山

議
会
広
報
委
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会

委
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長
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委
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委委委

内
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国
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